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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（12月末現在）

男 1,022人
女 1,237人
計 2,259人
(前月比-０人)

(2009年末3,444人)

令和７年２月号
（第１８６号）

発行者
日奈久住民自治会

<会 議 等>
13日(木)市政協力員例会
17日(月)運営委員会
18日(火)広報部会

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

5日(水)グラウンドゴルフ大会
7日(金)日奈久中学校立志式
8日(土)～3月3日(月)

ひなぐ雛祭り
11日(火) 建国記念の日
23日(日) 天皇誕生日
24日(月)振替休日

２月の行事から
１
月
15
日(

水)

開
催
の
運
営
委
員
会
か

ら
、
記
事
に
掲
載
し
な
か
っ
た
主
な
事
項
を

お
伝
え
し
ま
す
。

○
事
務
局

・
保
寿
寮
跡
地(

日
奈
久
温
泉
駅
東)

は
、

臨
時
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。

市
水
道
局
日
奈
久
配
水
池(

山
上)

は
、

老
朽
化
の
た
め
東
側
に
災
害
に
強
い
配
水
池

２
基
の
新
設
及
び
送･

配
水
管
布
設
工
事
が
、

令
和
６
年
度
～
８
年
度
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

工
事
に
伴
い
、
県
道
田
上
日
奈
久
線
の
通
行

が
規
制
さ
れ
、
現
在
の
ハ
ピ
ネ
ス
ケ
ア
日
南

及
び
行
楽
園
駐
車
場
へ
の
通
行
に
支
障
を
来

す
た
め
の
代
替
臨
時
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

１
月
１
日
（
水
）
、
抜
け
る
よ
う
な
青

空
に
恵
ま
れ
、
第
53
回
校
区
交
流
駅
伝
競

走
大
会
が
、
日
奈
久
小
・
中
運
動
場
を
ス

ふ
れ
あ
い
祭

は
、
日
奈
久
校
区

の
住
民
皆
さ
ん
が

集
ま
っ
て
楽
し
く

ふ
れ
あ
い
交
流
を

深
め
る
も
の
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
発
表

や
お
楽
し
み
抽
選
会
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の

無
料
配
付
も
あ
り
ま
す
。
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
会
式

午
前
９
時

◆
会
場

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

ん
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が

優
勝
に
結
び
つ
い
た
と
思
い
ま
す
」
と
喜

び
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

準
備
、
後
片
付
け
を
含
め
大
会
関
係
者

の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
元
日
か
ら
力

走
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
も
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

霧
島
連
山
を
青
空
の
中
に
見
ま
し
た
。

熊
手
を
持
っ
た
大
勢
の
人
で
混
み
合
っ

て
い
た
金
運
Ｕ
Ｐ
の
鹿
児
島
神
宮
。

学
問
の
神
様
、
樹
齢
１
６
０
０
年
の
大

楠
が
宿
る
蒲
生
八
幡
神
社
。
サ
ッ
カ
ー
の

神
「
ヤ
タ
ガ
ラ
ス
」
が
い
る
と
い
う
市
来

神
社
を
参
拝
し
て
き
ま
し
た
。
手
を
合
わ

せ
て
心
願
成
就
。
昼
の
バ
イ
キ
ン
グ
は
腹

一
杯
。
皆
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
せ
た
一
日

で
し
た
。

元
日
に
快
走

新
田
町
が
優
勝

第
53
回
校
区
交
流

駅
伝
競
走
大
会

主
催
：
日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管
：
日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会

タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
と
し
て
７
区
間
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
昨
年
と
同
様
に
６

チ
ー
ム
の
参
加
予
定
で
し
た
が
、
１
チ
ー

ム
棄
権
に
よ
り
５
チ
ー
ム
で
競
技
さ
れ
ま

し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

１
位
新
田
町
、
２
位
東
町
・
浜
町
・
上
西

町
、
３
位
塩
南
町
、
４
位
塩
北
町
・
新
開

町
、
５
位
大
坪
町

区
間
賞
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

１
区
島
昭
太
郎
（
東
・
浜
・
上
西
）
、
２

区
向
尾
陽
菜
（
塩
北
・
新
開
）
、
３
区
松

本
龍
弥
（
東
・
浜
・
上
西
）
、
４
区
本
田

り
く
と
（
新
田
）
、
５
区
山
口
雄
大
（
新

田
）
、
６
区
谷
口
櫂
斗
（
新
田
）
、
７
区

梅
田
大
資
（
新
田
）

優
勝
し
た
新
田
町
の
黒
木
監
督
は
、

「
一
昨
年
、
昨
年
と
２
位
で
し
た
の
で

『
今
年
こ
そ
は
優
勝
』
と
選
手
が
意
気
込

10
月
26
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
日
奈
久
郵
便
局
協
賛
、

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
管
で
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
時

２
月
５
日
（
水
）
雨
天
中
止
。

午
前
９
時
開
会
式

午
前
９
時
30
分
開
始

◆
場
所

日
奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
シ
ー
・

湯
・
遊

ど
な
た
で
も
、

道
具
が
な
く
て
も

（
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

貸
し
出
し
ま
す
）

参
加
で
き
ま
す
。

当
日
参
加
可
。

優勝した新田町チーム

笑顔でたすきリレー

雛
飾
り
や
く
ま
モ
ン
雛
が
日
奈
久
に
春

を
呼
ん
で
き
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
巡
っ
て
春

を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

◆
雛
飾
り
展
示

お
り
や
、
各
温
泉
旅
館
、
ば
ん
ぺ
い
湯
、

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
、
日
奈
久
温
泉
駅

◆
く
ま
モ
ン
雛

温
泉
街
21
体
の
く
ま
モ
ン
が
、
お
雛
様

に
な
っ
て
お
出
迎
え

◆
そ
が
み
ま
こ
「
ひ
な
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時

３
月
１
日(

土)

午
後
４
時
～
午
後
６
時

場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

入
場
無
料

◆
竹
灯
り(

小
雨
決
行)

日
時

３
月
１
日(

土)

・
２
日(

日)

午
後
６
時
～
午
後
９
時

場
所

ば
ん
ぺ
い
ゆ
神
社

(

金
波
楼
駐
車
場)

１
日
は
、
ち
く
ワ
ン
が
や
っ
て
来
ま
す
。

そ
が
み
ま
こ
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も

あ
り
ま
す
。(

午
後
６
時
～
午
後
７
時)

◆
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
大
集
合

日
時

３
月
１
日(

土)

午
後
０
時
～
午
後
４
時

場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
駐
車
場

『
や
つ
し
ろ
』
の
お
雛
祭
り
関
連
行
事

◆
お
雛
巡
り
ウ
ォ
ー
ク
日
奈
久
コ
ー
ス

(

日
奈
久
神
様
巡
り
と
お
雛
様
を
探
し
に
）

日
時

２
月
16
日(

日)

午
前
９
時
45
分
集
合

集
合
場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

参
加
費

２
５
０
０
円(

弁
当
付
き)

定
員

15
人(

先
着
順
）

◆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

場
所

各
温
泉
旅
館
，
お
り
や
、

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
、
ば
ん
ぺ
い
湯
、

日
奈
久
温
泉
駅

◆
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

テ
ー
マ

「
や
つ
し
ろ
の
お
雛
祭
り
」

部
門
①
プ
リ
ン
ト
部
門

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
部
門

※
両
部
門
併
せ
て
一
人
３
点
以
内

【
応
募
期
間
】

２
月
８
日(

土)

～
３
月
15
日(

土)

（
３
月
15
日
必
着
）

◆
や
つ
雛
俳
句
作
品
募
集

題
材｢

雛
祭
り｣

｢

早
春｣

も
し
く
は
自

由
（
た
だ
し
未
発
表
作
品
に
限
る
）

部
門

一
般
の
部

１
人
３
句
ま
で

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
中
高
生
ま
で
）

１
人
２
句
ま
で

【
応
募
締
切
】

３
月
３
日(

月)

必
着

【
写
真
と
俳
句
の
応
募
先
】

〒
８
６
６-

０
０
３
５

八
代
市
大
島
町
４
８
７
８

城
下
町
「
や
つ
し
ろ
」
の
お
雛
祭
り
実

行
委
員
会
事
務
局

※
俳
句
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
応
募
箱
に
投

函
す
る
こ
と
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
写
真
と
俳
句
の
応
募
は
無
料
で
す
。

第
16
回
「
ひ
な
ぐ
雛
祭
り
」

２
月
８
日(

土)

～

３
月
３
日(

月)

に
開
催

主
催:

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管:

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会昨年のくまモン雛

日
奈
久
校
区

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
案
内

【
お
詫
び
と
訂
正
】

先
月
号
の
少
年
少
女
俳
句
会
の
記
事
で
、

皆

雪
乃
さ
ん
の
俳
句
を
間
違
っ
て
掲
載

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

【
丹
頂
の

翼
景
色
を

輝
か
す
】

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

第
20
回
日
奈
久
校
区
ふ
れ
あ
い
祭

３
月
１
日(

土)

に
開
催
予
定

主
催:

住
民
自
治
会

主
管:

ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

中
町
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
東
雲

清
吾
氏
が
、
２
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ

ま
す
。
日
奈
久
は
主
任
児
童
委
員
２
名

を
含
め
、
14
名
が
揃
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
輪
が
広
が
っ
た

保
寿
寮
の
「
ど
ん
ど
や
」

婦
人
会
便
り

竹
之
内
町

山
下
美
紀

１
月
９
日(

木)

、
保
寿
寮
の
「
ど
ん
ど

や
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
保
寿
寮
の
皆

さ
ん
、
施
設
「
た
い
よ
う
」
の
皆
さ
ん
、

日
奈
久
小
の
４
・
５
年
生
14
人
、
町
内
の

協
力
者
、
婦
人
会
か
ら
７
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
婦
人
会
は
ぜ
ん
ざ
い
作
り
の
手
伝

い
で
し
た
。

朝
か
ら
小
雨
模
様
の
中
、
青
竹
で
作
ら

れ
た
立
派
な
櫓
に
火
が
つ
き
、
「
パ
ン
、

パ
ン
」
と
い
う
音
を
響
か
せ
な
が
ら
燃
え

ま
し
た
。

餅
を
焼
い
た
り
、
保
寿
寮
で
準
備
さ
れ

た
ぜ
ん
ざ
い
を
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
一

人
の
小
学
生
が
、
「
私
は
餅
は
嫌
い
だ
っ

た
け
ど
、
今
日
ご
馳
走
に
な
っ
て
餅
が
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
発
表
し
た
の
を
聞
い
て
「
わ

あ
、
良
か
っ
た
ね
」
と
皆
で
喜
び
合
い
ま

し
た
。
一
つ
の
行
事
を
す
る
度
に
、
子
供

達
は
大
き
く
成
長
し
て
い
く
の
だ
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
子
供
達
が
帰
る
と
き
、
保

寿
寮
の
皆
さ
ん
が
、
部
屋
か
ら
名
残
惜
し

そ
う
に
手
を
振
ら
れ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。

中
西
町

江
浦
庸
子

「
雪
！
バ
ス
は
通
行
で
き
る
の
か
」

集
合
場
所
に
到
着
す
る
と
、
婦
人
会
会

員
29
人
は
、
全
員
バ
ス
に
乗
り
込
み
準
備

万
端
。
定
刻
12
分
前
に
鹿
児
島
に
向
け
て

出
発
。
車
窓
よ
り
雲
仙
岳
の
白
い
綿
帽
子
、

坂
本
村
落
の
白
い
屋
根
、
雪
を
か
ぶ
っ
た

ぜんざいをもらう

小学生

楽
し
か
っ
た

婦
人
会
三
社
参
り

蒲生八幡神社大楠の前で記念撮影

民
生
委
員
児
童
委
員
の
紹
介 昨年のふれあい祭から

詳
し
く
は
、
回
覧
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
参
照
く
だ
さ
い
。
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２

前
日
１
月
10
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら

竹
を
切
り
出
し
、
小
・
中
学
校
運
動
場
に

搬
入
し
ま
し
た
。
20
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ

り
、
今
年
は
２
つ
の
櫓
を
組
み
立
て
て
い

き
ま
し
た
。
伐
採
し
て
あ
っ
た
小
中
学
校

の
樹
木
等
を
入
れ
込
み
、
15
時
過
ぎ
に
櫓

が
完
成
し
ま
し
た
。

11
日
（
土
）
は
、
綺
麗
な
青
空
に
恵
ま

れ
、
午
前
９
時
に
予
定
通
り
点
火
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
の
べ
１
０
０
人
程
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
く
ワ
ン
も
忙
し

い
中
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

点
火
さ
れ
る
と
瞬
く
間
に
炎
が
昇
り
、

竹
の
葉
が
黒
く
な
っ
て
舞
い
降
り
て
き
ま

し
た
。
ち
く

ワ
ン
の
頭
の

上
に
も
竹
の

葉
の
灰
が
乗

り
、
ち
く
ワ

ン
が
汚
れ
る

と
心
配
の
声

が
上
が
り
ま

し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
竹
の
破
裂
音
が
パ
ー
ン
パ
ー

ン
と
校
舎
や
住
宅
に
こ
だ
ま
し
て
響
い
て

い
ま
し
た
。

火
の
勢
い
が
落
ち
て
、
持
ち
寄
っ
た
餅

を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
で
焼
き
ま
し
た
。

砂
糖
醤
油
や
き
な
こ

な
ど
思
い
思
い
の
食

べ
方
で
楽
し
み
ま
し

た
。
来
場
者
は
、
お

食
事
処
湯
だ
ま
り
か

ら
の
ぜ
ん
ざ
い
と
甘

酒
を
美
味
し
く
食
べ

ま
し
た
。

令
和
６
年
12
月
15
日(

日)

、
竹
之
内
川

側
溝
の
土
砂
除

去
作
業
と
兵
藤
・

中
川
氏
邸
の
木
々

の
剪
定
を
行
い

ま
し
た
。

有
志
（
男
６

人
、
女
１
人)

７
人
で
２
時
間

を
か
け
実
施
し

て
、
茂
っ
て
は

み
出
し
た
植
木

と
側
溝
は
綺
麗

に
な
り
ま
し
た
。

除
去
し
た
土
砂

は
、
土
嚢
袋
30

袋
、
剪
定
ク
ズ

と
草
を
入
れ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

袋
28
袋
は
、
後

日
、
市
役
所
土
木
課
と
循
環
社
会
推
進
課

に
連
絡
し
て
回
収
し
て
貰
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
12
月
16
日(

月)

10
時
か
ら
約

１
時
間
30
分
か
け
て
、
馬
越
町
公
民
館
を

男
女
６
人
が
集
ま
っ
て
、
清
掃
し
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
、
襖
の
奥
で
ほ
こ
り

に
ま
み
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら

の
設
置
場
所
を
変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
網
戸
の
張
り
替
え
、
畳
や
ガ
ラ

ス
戸
を
拭
き
、
サ
ロ
ン
の
作
品
も
整
理
整

頓
し
て
明
る
く
清
潔
な
公
民
館
に
な
り
ま

し
た
。

１
月
19
日(

日)

に
、
第
20
回
八

代
市
校
区
対
抗
駅
伝
競
走
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

参
加
16
校
区
の
代
表
選
手
が
沿
道

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
力
走
し
ま

し
た
。

大
会
は
、
千
丁
校
区
が
優
勝
。

郡
築
校
区
が
２
位
、
金
剛
校
区
が

３
位
で
し
た
。

日
奈
久
校
区
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
っ
た
人
や
病
み
上
が

り
の
人
な
ど
で
、
万
全
な
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
全
員

思
い
を
込
め
た
た
す
き
を
つ
な
い

で
、
16
位
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
ま
し
た
。

出
場
選
手
は
次
の
方
々
で
す
。(

敬
称

略)

１
区
本
村
ま
つ
り
、
２
区
池
江
双
羽
、

３
区
松
本
龍
弥
、
４
区
伊
藤
礼
起
、
５
区

志
垣
誠
也
、
６
区
川
上
ひ
か
る
、
７
区
谷

川
湖
太
瀧
、
８
区
梅
田
大
資
、
９
区
本
田

り
く
と
、
10
区
堤
大
夢

（
控
え
選
手
）
島
昭
太
郎
、
猪
原
和
佳
奈
、

谷
口
櫂
斗
、
宮
本
優
希
。
北
園
武
広
監
督

は
「
病
気
や
病
み
上
が
り
と
メ
ン
バ
ー
の

確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
み
ん
な

日
奈
久
校
区
の

代
表
選
手
と
し

て
よ
く
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

全
員
力
を
出
し

切
り
、
笑
顔
で

し
た
。
出
場
さ

れ
た
選
手
の
皆
さ
ん
、
役
員
の
皆
様

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

準
備
や
後
片
付
け
ま
で
参
加
さ
れ
た
皆

様
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。
特
に
火
の
管
理
、
消
火
、
後

片
付
け
に
ご
協
力
頂
い
た
八
代
消
防
団
第

24
分
団
の
皆
様
、
前
日
の
土
入
れ
と
整
地

の
た
め
の
重
機
を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
日

奈
久
ア
グ
リ
様
、
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
の
後
の
運
動
場
整
地
も
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
運
動
場
周
辺
の
ご
家
庭
に
は
降

灰
並
び
に
煙
で
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

12
月
18
日
（
水
）
、
日
奈
久
中
体
育

館
に
お
い
て
、
講
師
に
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ
火

流
ア
シ
ス
タ
ン
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
丸
尾

憲
遵
氏
を
招
い
て
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
奈
久
学
校
地
域
づ
く
り
協
議
会
に

お
い
て
、
中
学
生
の
体
力
テ
ス
ト
の
報

告
が
あ
り
、
そ
れ
を
う
け
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
的
・

必
要
性
・
注
意
点
な
ど
の
話
が
あ
り
、

体
幹
を
鍛
え

る
こ
と
で
、

姿
勢
が
良
く

な
る
こ
と
や

怪
我
を
し
に

く
く
な
る
体

づ
く
り
に
繋

が
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。

部
会
の
竹
灯
籠
で
し
た
。

点
火
初
日
の
12
月
30
日(

月)

は
、
深
夜

に
雨
の
予
報
が
出
て
い
た
た
め
に
、
土
俵

の
上
は
、
点
火
後
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆

わ
れ
、
雨
の
当
た
る
と
こ
ろ
は
、
点
火
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
31
日
以
降
は
天
気
も

良
く
、
見
事
な
灯
り
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

熊
本
市
内
か
ら
来
た
と
い
う
親
子
連
れ

は
、
「
わ
あ
、
き
れ
い
だ
。
す
ご
い
ね
え
」

と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

「
ち
く
ワ
ン
も
い
る
よ
、
日
本
一
て
描
い

て
あ
る
よ
」
と
興
奮
し
な
が
ら
話
し
て
い

ま
し
た
。

関
係
者

の
皆
さ
ん
、

準
備
か
ら

後
片
付
け

ま
で
、
本

当
に
お
疲

れ
様
で
し

た
。

幻
想
的
な
灯
り
に
歓
声

「
ひ
な
ぐ
の
灯
り
」
に

ち
く
ワ
ン
も
登
場

福
祉
会
コ
ー
ナ
ー

「
お
互
い
さ
ま
の
日
」

活
動
紹
介(

竹
之
内
町)

ＢＥＦＯＲＥ(前)ＡＦＴＥＲ(後)

活
動
紹
介(

馬
越
町)

清掃を終えて笑顔の皆さん

健
康
を
祈
念

ど
ん
ど
や
開
催

主
催

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

日
奈
久
中
学
校
で

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

体幹トレーニングをする中学生

街
を
き
れ
い
に

湯
ノ
迫
川
外
柵
塗
装
作
業

12
月
８
日(

日)

、
温
泉
セ
ン
タ
ー

「
ば
ん
ぺ
い
湯
」
横
の
湯
ノ
迫
川
の
外

柵
が
、
有
志
５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

開
湯
六
百
年
記
念
事
業
で
設
置
さ
れ

て
以
来
15
年
が
経
過
し
て
、
苔
に
覆
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
苔
落
と
し
か
ら
塗

装
ま
で
３
日
間
を
か
け
て
見
違
え
る
ほ

ど
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

門
松
を
寄
贈

浪
崎
安
積
さ
ん
制
作

12
月
８
日(

日)

、
上
田
浦
在
住
の
浪

崎
安
積
さ
ん(

89
歳)

が
、
自
作
の
門
松

を
日
奈
久
温
泉
駅
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
か
ら
、
「
門
松
は
い
る
か
な
」

と
の
打
診
が
有
り
、
駅
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

メ
ン
バ
ー
が
受
け
取
り
に
行
く
と
、
大
小

様
々
な
門
松
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
「
近

所
や
神
社
に
分
け
て
い
る
」
と
浪
崎
さ
ん
。

日
奈
久
温
泉
駅
が
３
対
の
門
松
で
彩
ら

れ
、
す
が
す
が
し
く
新
年
を
迎
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

２区から３区へ

のたすきリレー
思いを繋いだたすき

第20回八代市校区対抗駅伝競走大会

門松と浪崎さん

12
月
29
日(

日)

に
日
奈
久
温
泉
神
社
イ

ベ
ン
ト
広
場
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
約
１

０
０
０
個
の
灯
り
と
、
日
奈
久
小
学
校
全

児
童
の
竹
灯
籠
と
住
民
自
治
会
イ
ベ
ン
ト

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
に
て
開
催
予
定
で

す
。
観
覧
料(

５
０
０
円)

は
、
寄
付
金

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
コ
ミ
セ
ン
に

掲
示
し
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
歌
会

３
月
16
日
開
催
予
定

最
初
は
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
な
い
生
徒
が

多
か
っ
た
で
す
が
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
、
正
し
い
姿
勢
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
生
徒
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

幻想的な光に浮かぶちくワン

日奈久小学校全児童の竹灯籠


